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人
と
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら

　
「
お
は
よ
う
！
」毎
朝
、
学
校
へ

向
か
う
子
ど
も
た
ち
を
や
さ
し
い

声
が
見
守
り
ま
す
。あ
い
さ
つ
は
、

温
か
い
人
間
関
係
を
育
む
だ
け
で

は
な
く
、
人
と
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
強
め
、
犯
罪
な
ど
を
抑
え
る

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
暮
ら

す
ま
ち
を
見
渡
す
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
の
身
近
な
活
動
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

す
。
見
守
る
こ
と
や
声
を
か
け
る

こ
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
か

ら
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は

始
ま
り
ま
す
。

北
本
市
で
取
り
組
む
理わ

由け

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
が
住
ん

で
い
る
ま
ち
で
、
ど
の
よ
う
な
け

が
や
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

平
成
18
年
か
ら
平
成
22
年
に
、

市
内
で
病
気
以
外
の
け
が
や
事
故

な
ど
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
人

は
、147
人
で
す
。驚
く
べ
き
こ
と
に
、

そ
の
半
数
以
上
が「
自
殺
」で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
多
い
の

が
、「
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
」で

す
。
交
通
事
故
の
死
傷
者
数
を
年

代
別
で
見
る
と
、
10
代
の
子
ど
も

た
ち
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

突
出
し
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
市
内

で
起
こ
っ
て
い
る
け
が
や
事
故
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
安

心
・
安
全
の
現
状
に
つ
い
て「
地

域
診
断
」を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
①
交
通
安
全
、
②
災
害
時

の
安
全
、
③
犯
罪
の
防
止
、
④
高

齢
者
の
安
全
、
⑤
自
殺
、
⑥
子
ど

も
の
安
全
と
い
う
６
つ
を
重
点
課

題
と
し
て
掲
げ
、
各
分
野
に
関
係

し
て
い
る
民
間
団
体
や
行
政
な
ど

で
構
成
す
る「
対
策
委
員
会
」を
設

け
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
け

が
や
事
故
な
ど
を
科
学
的
に
検
証

し
、そ
の
う
え
で
、明
ら
か
に
な
っ

た
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
取
組

み
で
す
。
そ
の
際
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
協
働
し
、
け
が
や
事

故
な
ど
を
予
防
す
る
活
動
を
進
め

る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
自
主

的
な
行
動
へ
と
つ
な
げ
、
地
域
の

絆
が
よ
り
強
ま
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

北
本
市
を「
も
っ
と
安
心
・
安

全
な
ま
ち
」に
す
る
た
め
に
、
ま

ず
は
、
身
近
な
活
動
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
「
安
心
・
安
全
に
関
す
る
市
民

意
識
調
査
」に
よ
る
と
、
近
年
は

犯
罪
の
件
数
が
減
少
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
回
答
者
の
半
数
以

上
が「
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
」へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自

然
災
害
に
対
し
て
は
、
７
割
以
上

の
人
た
ち
が
不
安
を
感
じ
て
い
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
不
安

定
な
社
会
・
経
済
情
勢
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
高
ま
る
防
災
意
識

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
っ
と
安
心
・
安
全
な
ま
ち
に

　
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」は
、「
け
が
や
事
故
は
偶
然
の

結
果
で
は
な
く
、予
防
で
き
る
」と
い
う
考
え
の
も
と
に
、

地
域
が
協
力
し
て
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
す
活
動

で
す
。１
９
７
０
年
代
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
始
ま
り
、現
在

は
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）が
推
進
す
る
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
に
発
展
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、市
で
行
わ
れ
て
い
る
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
！

特集みんなで
つくろう！
安全なまち

北本市がめざす
「セーフコミュニティ」

　青森県十和田市は、日本で２番目にセーフコミュニ
ティに取組み始めました。十和田市は、交通事故発生
件数が県ワースト１位であるという課題を抱えていま
したが、セーフコミュニティ活動を始めたことで、平成
２０年には４４４件あった交通事故発生件数が、平成２４年
には３０１件にまで減少しています。

　セーフコミュニティの取組みは、スウェーデンのファ
ルショッピングという小さなまちで始まりました。住民・
行政が協働し、けがの予防に関する情報提供や啓発な
どの活動を展開した結果、１９７８年から１９８１年の３年間
で未就学児のけがが４３％も減少するという効果をあ
げています。

数字で見るセーフコミュニティの効果

青森県 十和田市 スウェーデン ファルショッピング市

６つの対策委員会

セーフ
コミュニティ

交通安全
対策委員会

災害時の安全
対策委員会

犯罪の防止
対策委員会

高齢者の安全
対策委員会

子どもの安全
対策委員会

自殺
対策委員会

協働推進課
セーフコミュニティ担当

長島 俊介

（交通事故発生件数）

減143件
（未就学児のけが）

減43％
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交
通
安
全
教
室
は
、
効
果
的
な

啓
発
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。
市
内

で
は
、
小
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ

る
も
の
や
、
親
子
で
参
加
で
き
る

も
の
、
女
性
や
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、
歩
行
者
の
た

め
の
交
通
ル
ー
ル
指
導
か
ら
自
転

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
情
報
の

高
度
化
、
犯
罪
の
多
様
化
な
ど
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

年
々
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
の
安
全

対
策
委
員
会
で
は
、
①
乳
幼
児
の

家
庭
内
に
お
け
る
事
故
予
防
、
②

中
高
生
に
多
い
交
通
事
故
予
防
、

③
年
々
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
虐
待
の
予
防
に
課
題
を
絞
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
の

実
現
と
、
包
括
的
に
子
ど
も
の
安

心
・
安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う
、

関
係
す
る
対
策
委
員
会
と
連
携
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
の
大
き
な
抑
止
力
と
な

る
の
が
、
地
域
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
で
す
。市
内
で
は
、

防
犯
推
進
委
員
や
自
治
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
青
少
年
指
導
委
員
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
人
た

ち
か
ら
は「
こ
の
ル
ー
ト
の
巡

回
で
良
い
の
か
」「
ど
の
よ
う
な

頻
度
で
行
え
ば
良
い
の
か
」と

い
う
声
も
出
て
い
ま
す
。
犯
罪
の

防
止
対
策
委
員
会
は
、
各
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
み
ん
な

が
協
働
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
体
制
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

車
運
転
免
許
講
習
、
自
動
車
の
運

転
指
導
な
ど
、
対
象
に
応
じ
て
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
啓
発
活
動
は
、
交
通

安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
鴻
巣
警
察

署
、
市
く
ら
し
安
全
課
、
各
学
校

な
ど
が
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協

力
し
合
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
改
正
頻

度
が
高
い
こ
と
や
、
こ
の
よ
う
な

教
室
に
参
加
で
き
な
い
人
た
ち
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
啓
発
を
行
う

か
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
委
員
会
で
は
、

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
議

論
を
進
め
て
い
ま
す
。

「交通安全」のためにしていること

交通安全教室例えば

例えば 防犯パトロール

「子どもの安全」のために
必要なこと

「犯罪の防止」のためにしていること

「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」っ
て
、

具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
知
り
た
い
！

特集 ● 北本市がめざす「セーフコミュニティ」

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、こ
れ
ま
で
の
地
域
活
動
を
い
か

し
な
が
ら「
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は

ど
う
す
べ
き
か
」を
自
分
た
ち
で
考
え
、力
を
合
わ

せ
て
、そ
の
原
因
を
取
り
除
い
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、市
内
で
現
在
ど
の
よ

う
な
安
心・安
全
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。皆
さ
ん
の
身
近
で
は
、ど
の
よ
う
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　交通事故はとても身近な問題です。私は学校や老人会
などの場で交通安全の啓発活動をしていますが、その場に
来られない人にどう周知するかが課題となっています。交
通安全対策委員会では、まずアンケートを実施し、市民
の交通マナー意識を把握することから始めたいと思いま
す。セーフコミュニティの取組みが広がっていけば、
より多くの人に交通安全の重要性を感じてもらえ
ると期待しています。他の自治体とも連携するこ
とで、埼玉県、そして日本全体が安心・安全に
暮せると良いですね！

　私は自治会の役員として地域の子どもの見守
り活動に参加していました。現在は、民生委員・
児童委員として虐待の研修に参加するなど、子
どもの安全に関わっています。実際に児童への
虐待と思われるケースに遭遇した時は、担任の
先生と連絡を取るなどして事件には至らずに済
みましたが、対応の難しさを痛感しました。
セーフコミュニティは全庁的・全市的に進
めていく取組みです。子どもの安全対策委
員会では、他の対策委員会や地域の
方 と々協働しながら、子どもの安全
を守る仕組みを作っていきたい
と思っています。

　犯罪は、起こった後は警察に多くを任せることになります。一方で、
起こる前の段階では「被害者にならない」「加害者にならな
い」ための対策を地域で行うことが必要です。私たちは、北
本で最も犯罪件数が多い自転車盗対策として、自転車盗
が多い地域の人たちとの防犯パトロールと、最も自転車を
利用する世代を対象にした防犯啓発という２つの視点
から取組みを進めていこうと考えています。昨年12月
には、実際に自転車盗が多い地域を回り、啓発活動
を行いました。今後も地域と協働しながら、こうした活
動を続けていきたいと思います。

幼稚園で行われた交通安全教室

女性と高齢者を対象にした自転車講習会

街頭での防犯啓発グッズの配布

交
通
安
全
対
策
委
員
会
委
員
長

北
本
市
交
通
指
導
員
会

横
山 

和
代 

さ
ん

子
ど
も
の
安
全
対
策
委
員
会
委
員
長

北
本
市
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

清
水 

英
男 

さ
ん

犯
罪
の
防
止
対
策
委
員
会
委
員
長

北
本
市
青
少
年
指
導
委
員
会

佐
野 
吉
弘 
さ
ん

協
働
推
進
課

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当

秋
葉 

恵
実
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少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
北
本

市
に
お
い
て
も
高
齢
者
人
口
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
も
増

え
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な

る
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ

の
ひ
と
つ
に
転
倒
・
転
落
に
よ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
高

齢
者
の
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
、

多
く
の
団
体
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
織
り
交
ぜ
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

あ
ふ
れ
る
転
倒
予
防
体
操
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
安
全
対

策
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
体

操
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

高
齢
者
の
人
へ
、
情
報
を
適
切
に

提
供
す
る
た
め
の
方
法
を
議
論
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
殺
対
策
委
員
会
で
は
、性
別
、

年
齢
、
原
因
・
動
機
別
の
自
殺
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
ひ
と
つ
の
問

題
が
自
殺
に
直
結
す
る
の
で
は
な

く
、
健
康
問
題
、
経
済
問
題
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て

自
殺
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
自
殺
に
い
た

る
経
緯
も
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、

個
別
の
ケ
ー
ス
を
全
て
把
握
す
る

の
は
困
難
な
の
が
現
状
で
す
。
市

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
悩
む
人
た

ち
に
対
し
、
多
様
な
相
談
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
窓
口
間
の
連
携
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
身
近
な
人
た
ち
が
悩
み
を
持
つ

人
を
支
援
し
、
温
か
く
見
守
る
体

制
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）協
働
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
国
際
認
証
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

認
証
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
着

手
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
活
動
期

間
を
経
た
う
え
で
現
地
審
査
を
行

い
、
国
際
認
証
審
査
員
に
よ
っ
て

「
７
つ
の
基
準（
下
左
）を
全
て
満

た
し
て
い
る
」と
判
定
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
証
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
５
年
ご
と
に

再
認
証
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
認

証
取
得
を
目
的
に
行
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
取
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
北
本
市
の
安

心
・
安
全
な
取
組
み
が
国
内
外
に

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
２６
年
１１
月
に
は
、
現
地
審

査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
心
・

安
全
の
取
組
み
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

「高齢者の安全」のためにしていること「災害時の安全」のためにしていること

「自殺予防」のために
必要なこと

転倒予防体操例えば防災訓練例えば

特集 ● 北本市がめざす「セーフコミュニティ」

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、

国
際
認
証
制
度
が
あ
る
ん
で
す
。

　私はコミュニティ協議会の委員とし
て、体育祭やコミュニティ祭の運営な
どに携っています。セーフコミュニティ
に参加し、今まで以上に地域に目を向
けるようになりました。身近なけがや事
故は、自分たちで防ごうとする気持ちが
大切です。こうした意識を市民に広
げていくために、私たちは転倒予
防体操のような「いつでも・どこ
でも・だれでも」できるやり方で、
けがや事故を防ぐ方法を効果
的に発信していきたいと考えて
います。

　私たち民生委員・児童委員は、阪神・淡路大震災以降「災害
時一人も見逃さない運動」を続けています。災害時の安否確

認や適切な支援体制のため、一人住まいの高齢者・
障がい者などの災害時要援護者をリストアップしてき
ましたが、活用するシステムがありませんでした。セー
フコミュニティに関わることで、それらがうまく機能する
ような仕組みづくりができればと思います。災害時
の安全対策委員会では、より身近で参加しやすい
防災訓練を提案し、担い手となる地域の人たち
との連携を進めていきたいと思います。

　JRとしては、人身事故対策のために踏み切りの照明を増やした
り、心を落ち着かせる青色LEDライトを駅に設置するな
ど、安心・安全を第一に取り組んできました。セーフコ
ミュニティに関わり始めて、一人の市民として「自分の

住むまちの安全はどうなのだろう」と考える意識が
芽生えました。自殺対策委員会では、自殺にい
たってしまった経緯を解明するとともに、今ある
さまざまな相談窓口を連携させ、思い悩んで
いる人がすぐに相談できる場を作りたいと
考えています。

体育センター主
催のからだ元気
教室

北本市の防災訓練

高齢者の安全対策委員会委員長
北本市コミュニティ協議会

髙荷 正春 さん

　
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
行
政
に

よ
る「
公
助
」以
上
に
、
自
分
で
身

を
守
る「
自
助
」や
隣
近
所
で
助
け

合
う「
共
助
」が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
防
災
訓
練
は
、
災
害

が
発
生
し
た
状
況
を
想
定
し
、
一

人
ひ
と
り
が
非
常
時
に
取
る
べ
き

行
動
に
つ
い
て
考
え
る
重
要
な
機

会
で
す
。

　
市
で
は
、
毎
年
８
月
に
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
８

月
２５
日
に
開
催
さ
れ
た
防
災
訓
練

で
は
、
広
域
避
難
所
設
営
会
場
を

２
か
所
に
増
や
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
と
協

働
し
、
災
害
対
応
型
の
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
災
害
時
の
安
全
対

策
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
大

規
模
な
取
組
み
の
ほ
か
、
よ
り
身

近
で
気
軽
に
行
え
る
取
組
み
に
つ
い

て
、
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１分野を越えた協働を推進する組織の設置
２�全ての性別・年齢・環境・状況を対象とした長期的・継続的
な予防活動の実施
３�ケガや事故を起こしやすい年齢層や地域などに焦点を当てた
予防活動の実施
４入手可能な『根拠』に基づいた予防活動の実施
５�ケガや事故の頻度と原因を継続的に記録する仕組みの構築
６�予防活動の効果・影響を測定・評価するための仕組みの構築
７�国内外のセーフコミュニティネットワークの継続的な参加

①セーフコミュニティ取組宣言
　（平成２４年１月２７日に実施）
②具体的なセーフコミュニティ活動の実践
　（平成24年７月から各種会議体の設置および
　　具体的な取組みの企画・検討・実践）
③事前審査（平成２５年１０月に実施）
④認証取得申請書の提出（平成２６年９月を予定）
⑤現地審査（平成２６年１１月を予定）
⑥認証取得（平成２７年２月を予定）
⑦以後、５年ごとに再認証

認証取得に必要な７つの基準 認証を取得するまでのプロセス 自
殺
対
策
委
員
会
委
員
長

JR
北
本
駅
駅
長

金
井 

尊
之 

さ
ん

災
害
時
の
安
全
対
策
委
員
会
委
員
長

北
本
市
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

加
藤 

素
前 

さ
ん


